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○タイトル（保育計画） 

とことん遊びこめる、自由自在のお部屋 

 

○主な助成備品 

柵、絵本、マット、戸板、梯子、創作木製遊具 

 

 

１．保育計画策定の目的 

 保育園の建物が元は個人宅であったため、生活をするという点では子どもたちが安心し

て過ごしやすい環境といえましたが、逆に保育するための建物ではないがゆえに集団での

生活の流れを考えると工夫を要する点がありました。子どもたちとの生活を組み立てるに

あたり、なるべく大人の制止を減らせるよう、子どもたち自身が生活の見通しを持てるよ

うな流れを作りたいと思いました。 

 また思う存分に身体を楽しく動かして遊び、そして絵本が大好きな子どもたちにいろん

な絵本を読んであげる時間をたくさん子どもたちと持ちたいと思いました。 

 

２．具体的な実施内容 

「区切ることのできる部屋」 

  区切りのない、一続きの部屋の三か所を可動式の向こう側の見通せる柵で区切りまし

た。可動式のためその用途に応じて開閉することができます。柱状の柵のため区切った

部屋の向こう側が見通せます。そのため年齢に応じて活動の部屋を柵で区切っても、隣

でどんなことをしているのか感じることができます。また 2歳児は自分で柵を乗り越え

ることもできます。それは自制のでき

る 2歳児だからこそ、むやみに超え

ず、そして超えてもいいときにかっこ

よく超えていく姿に下のクラスの子ど

もたちは憧れます。 



 

 

 

「絵本」 

 生活の中のいろんな時間や季節や行事に合わ

せて、いろんな絵本を読んであげることができ

ました。子どもたちの絵本を見る目はいつも真

剣です。その世界をもとにしていろんな遊びを

することができます。 

 

 

 

 

「戸板、マット、梯子」 

  0歳～2歳という低年齢の子どもたちにとって園庭がなく、身体を動かすには離れた

公園までいかないと遊べない、ということはとても大変なことです。しかし今回助成し

て頂いた戸板やマット、創作遊具の丘に机を加え、これらを組み合わせることでお部屋

に変幻自在なアスレチックを作ることがきます。月齢やその子ども達、また遊びによっ

て高さや形を変えます。そしてさらに忍者ごっこなど、それらに想像力をプラスしてわ

くわくできるように楽しんでいます。 

 

 

「創作遊具」 

  まだ歩くことのできない 0歳の子どもたちもこの緩やかな丘は好奇心をもって登って

みることができます。0歳の子に取ってみたら丘の頂上からの景色はちょっとした冒険

です。降りる時も前から降りるか後ろから降りるか、一つ一つがわくわく、どきどきで

す。1歳や 2歳はその丘を歩いてまたは走るように、上り、降りる時もジャンプしたり

と様々な楽しみ方をします。 

 



 

 

 

 

３．その成果と評価 

 今回、部屋を可動式の柵で区切ることができて、子どもたちの生活の流れを整理するこ

とができました。一人一人の発達を丁寧にみて、その子に応じた遊び、保育空間を確保す

ることができました。大人の制止が減り、子どもたちに生活の見通しを持ってもらうこと

につながりました。それはつまり子どもたちの自主性を育むことになります。また 2歳児

は柵を自分で超えられるので、それを 2歳児だけの一つの遊びと捉え、2歳児に自尊心を

高めると共に 1歳児の子どもたちが 2歳児に憧れを持つ一つのきっかけとなりました。 

 部屋では戸板やマットなどでアスレチックを作ることにより、天気を問わず、また頻繁

に身体を動かす機会を持てるようになりました。手や足、感覚を使い、上り下り、くぐっ

て、ジャンプ、など楽しみながら身体作りをできるようになりました。 

 いい絵本にもたくさん出会い、たくさん読み聞かせをすることができました。その絵本

の世界は本を飛び出し、時には外に出て、単なる山やそこに生えている葉一枚に絵本の世

界に力を借りて想像力を膨らませながら遊ぶことが出来ました。単なるアスレチックも子

どもたちの想像力の中ではいろんな物語を生み出してくれます。絵本の力をかりて子ども

たちと想像のなかで、いろんなものになりきるワクワクした遊びへと遊びの幅を広げる事

が出来ました。 

 

 

４．今後の課題と展望 

 私たちは小規模の保育園だからこそ一人ひとりを大事にしながら生活をしていきたいと

思って子どもたちと保育をしています。柵の開閉で子どもたちの行動をコントロールし、

生活の流れを組み立てることはできます。しかしそれだけでは本当の意味で子どもたちの

自主性を大切にした生活の流れを組み立てることはできないです。柵の向こう側の空気を

感じることを大切にしながら、ときには憧れを持ちながら見て、時には柵の向こうで寝て

いる 0歳の子を気遣いながら人と生活をしていくには大人の工夫や想像力が必要です。空

間を分けて生活することをさらに生かせるように常に大人は引き出しをたくさん持ち工夫

していくことが大切だと思います。 

同様に子どもたちは基本的には上ったり、降りたりすることが好きです。しかし、ただ

部屋に戸板などを使ったアスレチックがあるから子どもたちが楽しんでやるわけではない

のです。その遊びをするときにいかに子どもたちとわくわくして過ごせるかは大人の想像

力が必要です。 

物に頼り過ぎず常にもっと楽しく、もっとワクワクできるようにと、大人の「もっと」

を大切に、目の前の子ども達に合わせながら過ごしていきたいです。 

以上 


